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メキシコでは，カルデロン前大統領下で始まった
「麻薬戦争」により，この10年間に15万人以上の死者
と3万人を超える行方不明者が生み出された。 本書
は，前作（『マラス』）で殺人事件発生率世界一・中米
ホンジュラスの若者ギャング集団に迫った著者が，今
度は，この「戦争」に巻き込まれ，人生を翻弄される
ごく普通の子どもや若者，市民たちの生きる姿を克明
に描いたルポルタージュである。 世界のさまざまな
出来事が，生々しい画像や映像とともに，瞬時に世界
を駆けめぐるネット社会では，とかくこの「戦争」の
おぞましい側面ばかりが注目を集めがちである。 だ
がいうまでもなく，この「戦争」に巻き込まれた犠牲
者や被害者の一人ひとりには，その人なりのかけが
えのない人生や，愛すべき家族や親類や友人たち，ま
た，そうした悲しい結末へと至るそれぞれの理由や
経緯があった。こうしたおのおのの物語を紡ぐべく，
筆者は犠牲者･被害者の家族や関係者に綿密な取材を
重ね（適時，マクロな背景も押さえつつも），ミクロ
な日常の目線からこの「戦争」の実態を詳

つまびらか

らかにしよ
うと奔走する。 著者の記述のとおりであれば，何よ
りも紹介者が驚愕

がく

し驚嘆するのは，想像以上にもはや
メキシコ国家が近代国家／法治国家の体をなしてい
ないという事実であり，またその一方で，度重なる脅
迫や司法や政治が繰り出す「壁」に苛

さいな

まれながらも，
決して希望を捨てず，正義や真実を求めて闘う市井の
人びとの強さである。
本書によれば，2012年のPANからPRIへのヘゲモ
ニーの転換（返還？）を機に，「麻薬戦争」の様相が変
化したそうだが，来年12月に大統領選を控え，つぎ
の政権こそこの「戦争」の終結に向けた何らかの打開
策を提示してくれることを期待するのみである。

（上谷直克）

岩波書店　2017年　246+xiiiページ

工藤律子 著

『マフィア国家―メキシコ麻薬戦争を生き抜く
人々』

本書は，カリブ海域に浮かぶ島嶼国と欧米諸国の
海外領土で構成された「カリブ海域諸国」と，カリブ
海を囲む中米地峡の独立国ベリーズとカリブ海沿岸
地帯，南米大陸北端東部のガイアナ，スリナム，仏領
ギアナで構成された「環カリブ海地域」を「カリブ海世
界」と考え，その地理，自然，民族，歴史，文化，政治，
経済社会開発，国際関係について論じた一冊である。
編著者である国本氏の言葉を借りると，「この拡大

した地理的範囲こそがカリブ海世界」であり，そのよ
うな解釈が可能なのは「この地域がコロンブス到来後
の15世紀から20世紀に及ぶ500年間を通じて，スペ
インをはじめとするヨーロッパ列強と19世紀に台頭
した米国による植民地支配と奴隷制によって形成さ
れた歴史を共有」し，「多くの地域で絶滅に追い込まれ
た先住民，強制的に送り込まれた多人種，多民族から
なる新住民」が織りなす「人種的・文化的混淆」により
形成された世界だからである。
多人種・多民族が複雑に共存するカリブ海世界の社

会と文化の多様性，植民地時代の旧宗主国の遺制と独
自の体制が併存する政治体制，カリブ海地域の経済
連携と地域協力，旧宗主国の伝統を受け継ぐ地場産
業と同地で存在感を増す多国籍企業，カリブ海世界
と日本の関係などのテーマについて，学者，ビジネス
パーソン，芸術家など，多彩な17名の執筆陣が論じて
いる。 日本ではあまり知られていないカリブ海世界
の奥深い魅力を，各著者が独自の切り口で語り伝える
お薦めの一冊である。	 （村井友子）

明石書店　2017年　346ページ

国本伊代 編著

『カリブ海世界を知るための70章』
（エリアスタディーズ157）
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本書は，地域研究としてのブラジル社会研究の入門
書として編纂

さん

されたものであり，日本におけるブラジ
ル研究の普及と後進の育成に寄与することを目的と
している。本書の根幹は上智大学で1982年に開講さ
れた「ブラジル社会論」講義の蓄積であり，同講義に
学び携わったブラジル社会研究者がそれぞれの専門
分野に関する論考を執筆している。
社会の成り立ちや世界観を配慮した本書の構成は，
序章と4つの章，および各章に関連するトピックをと
りあげた全15のコラムからなる。 序章「多人種多民
族社会ブラジル―ブラジル社会概観」で同国の社会が
鳥瞰

かん

され，「社会形成の歴史」をたどる第1章では，ブ
ラジル人の多人種多民族化，脱アフリカ化と白人化と
も関連した外国移民，「人種民主主義」と国家統合，階
層社会と人種の関連性，近年における多様性の顕在化
に焦点が当てられる。第2章「社会制度―宗教と家族
制度」では，宗教と家族について制度や多様化する形
態が解説される。第3章「社会的公正への挑戦」では，
都市化と人口移動，および民主化と社会開発といった
変化をふまえた後，社会運動と市民，および女性のエ
ンパワーメントとジェンダー平等というアクター側の
議論が展開される。第4章「グローバル化と人の移動」
では，世界におけるブラジル人のディアスポラ，およ
び日本におけるブラジル人の状況などが論じられる。
ブラジルの社会は，本書が注目する1988年憲法を
ひとつの分岐点として，多様性やトランスナショナリ
ズムといったグローバル化の影響を受けて変化する
一方，植民地遺制に根差した多くの問題を現在も抱え
ている。 このようなブラジル社会の特徴を包括的に
理解するためには，歴史的変遷や近年の動向を学ぶこ
とが必要である。長年にわたる「ブラジル社会論」の
たまものである本書は，それを十分可能にするとと
もに，執筆者の多くを占める女性の視座も取り入れた
興味深い内容だといえよう。	 （近田亮平）

上智大学出版　
2017年　250＋Xページ

田村梨花・三田千代子・拝野寿美子・渡会環 共編

『ブラジルの人と社会』

第二次世界大戦後のブラジルの日系社会では，日本
の敗戦を信じない「勝ち組」と敗戦という事実を認識
した「負け組」とのあいだで多くの抗争事件が発生し
た。一般的には，前者が後者を一方的に殺傷したとさ
れているが，こうした解釈に異議を唱えることは長年
タブー視されてきた。 そこに一石を投じ，より客観
的な評価を試みようというのが，サンパウロの邦字紙
「ニッケイ新聞」の編集長の手による本書である。
最初に「勝ち負け抗争」について考察することの今日

的な意義が述べられた後，第Ⅰ章では同抗争の概要や
これまでに明らかにされていることが示される。つづ
いて，悲惨な抗争が発生してしまったことを理解する
うえでの前提として，第Ⅱ章・第Ⅲ章では「遠隔地ナショ
ナリズム」という視角から日系社会におけるナショナリ
ズムとアイデンティティの問題が考察される。そして，
第Ⅳ章～第Ⅵ章では，勝ち組最大の団体であった「臣道
連盟」の理事長として祭り上げられた吉川順治，抗争の
なかで養父と実父を失った森和弘，脇山大佐襲撃犯の
ひとりである日高徳一に焦点が当てられ，勝ち組を「狂
信者」や「テロリスト」として扱う既存の解釈に疑念が
呈される。他方，第Ⅶ章では，国外追放裁判を闘った
ジャーナリスト・岸本昂一が考察の対象となり，勝ち負
け抗争の背景に戦前からの人種差別やヴァルガス政権
下での同化政策・反日政策があったことが示唆される。
最後に，第Ⅷ章・第Ⅸ章では，2000年にフェルナンド・
モライスが従来の解釈を反映させて著した『コラソン
エス・スージョス』が，かえって真相究明委員会サンパ
ウロ州小委員会によるかつての日本移民迫害に対する
謝罪につながったことが紹介される。
第Ⅱ章以降は著者の「ニッケイ新聞」での連載記事

に基づいているため，連載回数のちがいによって各章
の分量にばらつきがあるのは残念であるが，現代の世
界各国におけるナショナリズムや移民問題について
考えるうえでの参考になる一冊である。	（菊池啓一）

無明舎出版　2017年　276 ページ

深沢正雪 著（ニッケイ新聞社編）

『「勝ち組」異聞―ブラジル日系移民の戦後70年』
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2017年8月に発表されたペルーのレストラン・ラ
ンキングSUMMUMでは，ベスト10のうち，第1位
にMaido， 第2位にOsaka， 第4位にCostanera	700
と，ニッケイ料理のレストランが3つもランクインし
た。 本書によれば，ニッケイ料理とは日系人が創作
した料理で，ペルー料理に醤油や味噌，味の素などの
日本の調味料を加えてアレンジしたものを指す。 刺
身にペルー風ソースをかけるティラディートや，ス
ライスしたタコをオリーブのソースで和えるプルポ・
アル・オリボが代表例である。 ほかにも，さまざま
な食材を使った巻き寿司の店や，ラーメン，カツ丼，
カレーライスなどの手軽な日本食のレストランも増
えており，リマのレストランはさながらニッケイ・
ブームにある。 そのブームを理解するために，初期
の日系人の食事にまでさかのぼったのが本書である。
ペルーではこれまで，日本食よりも中華料理の人気

が高かった。 日本人より半世紀ほど早くペルーへ移
住した中国人がもたらした料理は，チーファの名前
で知られ，安くておいしい料理の代名詞となってい
る。 そのレストランは，リマだけでなく地方都市で
もあちらこちらでみかける。
一方で日本食は，日系人家庭の食生活の基本であっ

たが，世代交代のなかでペルーの食文化を取り入れた
「日系食」に変化した。ただし日系食は，日系社会のア
イデンティティーをつなぐものではあっても，ペルー
社会のなかで価値があるものとは考えられていなかっ
た。それは二世たちが，家庭内の日系食を，外に知ら
れると恥ずかしいものだと感じていたからである。
そのような日系食の評価を高めたのが，日本料理を

知るペルーの一部の美食家である。 彼らが日系人に
よる新たな創作料理をニッケイ料理として評価した
ことが今日のブームにつながり，さらにニッケイ料
理は国境を越えてほかのラテンアメリカの国々にも
広がりつつある。 本書を読めば，その人気の理由が
より深く理解できるだろう。	 （清水達也）

本書は「グローバル・サウスはいま」と銘打ったミ
ネルヴァ書房のシリーズ本の1冊に当たる。「グロー
バル・サウス」という概念は，グローバル化により発
展途上地域の問題は複雑化しており，従来の「南の世
界」と「北の世界」という区分では分析できないとの考
えから，シリーズの監修者たちにより考え出された
ものである。 すでにアジア，中東，アフリカの巻が
刊行されている。
本書では，ラテンアメリカに関する非常に多様な
テーマがとりあげられている。 2部からなる構成の第
1部では「ポスト新自由主義に向けた社会構想―その
経緯と現在」と題し，地域横断的なテーマとして，左
派政権の可能性と困難（第1章），ベネズエラ，ボリ
ビア，エクアドルなど「ピンクの波」と呼ばれる左派
政権の評価（第2章），米州地域統合の歴史と現状（第
3章），先住民運動の多様性と21世紀の課題（第4章），
グローバル・バリューチェーン（第5章），経済社会の
変化（第6章），米国社会における在米ラティーノの影
響力の高まり（第7章）が論じられる。第2部では「ラ
テンアメリカ諸国の課題」と題し，キューバの革命か
ら今日までの社会主義体制の変容（第8章），ベネズエ
ラのチャベス政権を支える社会運動間の勢力関係の
変化（第9章），ブラジル経済の長期的な構造転換の特
徴（第10章），メキシコの麻薬問題（第11章），コスタ
リカのエコツーリズム（12章），アルゼンチン政治に
おけるペロニズム運動の意義（第13章），チリのコン
セルタシオン政権の成果と課題（第14章）が論じられ
る。 このほかに章の説明を補足する4つのコラムと
関係年表が添えられている。
ラテンアメリカが多様で複雑な問題を抱えている
ことが理解でき，タイトルどおりの読後感を残す本
である。	 （星野妙子）

慶應義塾大学出版会　 
2017年　109ページ

ミネルヴァ書房
2017年　339+viiページ

柳田利夫 著

『ペルーの和食―やわらかな多文化主義』
後藤政子・山崎圭一 編著

『ラテンアメリカはどこへ行く』


